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国交省国
土
交
通
省
は
、
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
地
方
鉄
道
の
再
編
に
向
け
、
鉄
道
会
社
や
沿
線
白

治
体
と
の
調
整
を
本
格
化
さ
せ
る
。
路
線
の
存
廃
を
話
し
合
う

「再
構
築
協
議
会
」
の
第
１
号

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
芸
備
線

（岡
山
、
広
島
）
の

一
部
区
間
に

つ
い
て
自
治
体
か
ら
意
見

聴
取
し
、
早
け
れ
ば
年
内
に
も
設
置
を
最
終
判
断
す
る
。
再
構
築
協
議
会
と
は
別
の
枠
組
み
で
、

三
登
や
災
一言
榎
ョ
、
「刊
調
〓
二
二
七
を
一一一量
「
し
て

ヽ
、
ろ
刊
が
あ
り
、
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一一「
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本
県
で
は
２
０
２
１
年
２
月
、

「栃
木
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
」

が
定
め
ら
れ
た
。
文
化
財
保
護
法

の
改
正
で
各
都
道
府
県
は
大
綱

を
、
そ
れ
を
受
け
た
各
市
町
村
は

地
域
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
策
定
す
る

こ
と
、
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
法
改
正
の
目
的
は
、
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

社
会
に
広
く
存
在
す
る
多
様
な
文

化
財
を
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で

保
存

・
活
用
す
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
国
や
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
指
定
文
化
財
を
中
心

に
、
文
化
財
保
護
行
政
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
法
改

正
を
受
け
、

未
指
定
文
化

財
も
保
存

・

活
用
の
対
象

と
な

っ
た
。

ま
た
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
県
や
市
町
村
に
よ
る
裁
量
の
幅

が
広
が
り
、
法
改
正
に
は
積
極
的

な
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
と
軌
を

一
に
し

て
、

２０
年
に
文
化
観
光
推
進
法
が

施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
文

化
の
振
興
を
観
光
の
振
興
と
地
域

の
活
性
化
に

つ
な
げ
、
経
済
効
果

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

地
域
の
文
化
財
を
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て

は
、
そ
れ
を
歓
迎
す
る
向
き
も
あ

る

一
方
、
観
光
客
を
呼
び
込
め
る

か
ど
う
か
、
経
済
効
果
が
期
待
さ

れ
る
か
ど
う
か
の
み
で
、
文
化
財

の
価
値
が
判
断
さ
れ
る
危
険
性
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

社
会

の
変
化
が
進
行
す

る
中

で
、
文
化
財
に
対
し
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
や
思
い
が
交
錯
す

る
。
そ
う
し
た
現
状
に
あ

っ
て
、

本
県
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
県
の
大
綱
の
特
徴
は
、
未
指

定
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
取
り

組
む
意
志
が
明
確
に
読
み
取
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
大
綱
で
は

「未
指

定
」
の
単
語
が
１４
回
使
用
さ
れ
、

未
指
定
文
化
財
の
把
握
と
保
護
に

努
め
よ
う
と
す
る
意
欲
が
、
大
綱

全
体
か
ら
伝
わ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
世
界
遺
産

「日
光

の
社
寺
」
の
保
存
と
管
理
な
ど
、

著
名
な
指
定
文
化
財

へ
の
取
り
組

み
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
本
県
は
、
そ
う
し
た
知
名
度
の

高

い

文
化
財
に
の
み
傾
注
す
る

の
で
は
な
く
、
無
名
の
文
化
財
も

含
め
て
、
多
様
な
文
化
財
を
大
切

に
取
り
扱
う

姿
勢
を
示
し
て
い

る
。大

綱
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、

文
化
財
の
調
査

・
研
究
を
、
県
が

行
う
べ
き
取
り
組
み
の
筆
頭
に
挙

げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「調
査

・

研
究
の
成
果
は
教
育
、
広
報
、
観

光
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
文
化

財
の
活
用
に
係
る
あ
ら
ゆ
る
場
面

の
基
礎
に
な
る
も
の
で
あ
る
」
と

明
記
し
、
調
査

・
研
究
の
重
要
性

を
県
民
に
示
し
て
い
る
。

未
指
定
文
化
財

へ
の
取
り
組
み

も
、
地
道
な
調
査

・
研
究
も
、
経

済
効
果
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
こ
そ
が
大

切
で
あ
る
、
と
大
綱
は
述
べ
て
お

り
、
本
県
の
文
化
財

へ
の
向
き
合

い
方
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き

よ
う
。

文
化
財
に
集
客
性
や
経
済
効
果

の
み
を
求
め
れ
ば
、
文
化
財
を
取

り
巻
く
環
境
、
例
え
ば
そ
こ
が
信

仰
や
埋
葬
の
場
で
あ
る
こ
と
や
、

静
か
で
何
げ
な
い
日
常
を
送
る
生

活
の
場
で
あ
る
こ
と
が
、
忘
れ
ら

れ

（失
わ
れ
）
か
ね
な
い
。

文
化
財
を
正
し
く
理
解
し
た
上

で
、
す
ご
い
、
面
白
い
、
だ
け
で

は
な
い
、
成
熟
し
た
文
化
財
の
楽

し
み
方
を
見
い
だ
し
、
文
化
財
を

大
切
に
思
う
心
を
県
全
体
で
育
み

た
い
。（宇

都
宮
大
共
同
教
育
学
部
准

教
授
、
と
ち
ぎ
史
料
ネ
ッ
ト
代
表
）

北
海
道
新

札
幌
延
伸

開
業
時
“

政
府
が
２
０
Ｒ

を
予
定
し
て
い
わ

線
の
札
幌
延
伸
バ

じ
と
な

っ
た
。
商

７
日
、
明
ら
か
に

中
の
新
函
館
北
エ

部
工
事
が
最
長
乙

る
が
、
日
標
時
期

い
た
。
札
幌
市
バ

パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク

を
見
送
り
、
延
期

環
境
が
整

っ
た
。

や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ

を
調
整
す
る
が
、

手
不
足
も
あ
り
、

見
通
せ
な
い
。

成
熟
し
た
文
化
財
観

育
も
う

線
に
よ
る
地
域
衰
退
や
路
線
維

持
に
伴
う
財
政
負
担
増
を
警
戒

す
る
自
治
体
と
の
主
張
の
隔
た

り
は
大
き
い
。

千
人
未
満
の
路
線
の
存
廃
を

巡

っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
久

留
里
線
久
留

里
―
上
総
亀
山

（
千
葉
）
に

つ
い
て
、
今
年
５
月

に
地
元
と
の
協
議
を
始
め
た
。

盲学校卓球大会

頼りに熱戦

=7日午後、宇都宮市福岡町

宮城0多賀城市

視
力
の
度
合
い
の
差
を
な
く

・

す
た
め
に
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
用

し
た
選
手
た
ち
は
「
シ
ヤ
カ
シ

ャ
カ
」
と
鳴
る
ピ
ン
ポ
ン
球
の
音

・

を
頼
り
に
プ
レ
ー
。
静
寂
の
中

で
激
し
い
ラ
リ
ー
を
展
開
し
た
。

中
学
部
男
子
で
準
優
勝
し
た

　

宮
城
県
多
賀
捕

県
立
盲
学
校
中
学
部
３
年
島
摯

に
備
え
て
備
蓄
す

、売
さ
も

へ
１５
）
は

「相
手
⊃

⊇
言
理
を
テ
ジ
タ

災害備蓄の食料
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年
内
に
も
「協
議
会
」第
１
号
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下野新聞


